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１．はじめに ２. 都市地形分析 

図―３ 地形形状の分類*2 

図―１ 地形の分類*2 図―２ 地形エレメントの抽出*2 
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図―４ 小樽の地形と建築遺産分布 

図―５ 函館の地形と建築遺産分布 

図―６ 江差の地 

形と建築遺産分布 

図―７ 松前の地 

形と建築遺産分布 

図―８ 小樽A-Aʼ 断面図 

図―９ 函館B-Bʼ 断面図 

図―10 江差C-Cʼ 断面図 

図―11 松前D-Dʼ 断面図 
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図―14 斜面部のエッジ標高 
10mの住宅群と標高20mの 
松前城 

図―13 斜面部のエッジ標高 
10mに位置する「いにしえ街
道」と街並 

図―12 函館山斜面部のエッジ標高40mに立地する旧
函館公会堂と函館山山頂 

図―15 小樽市街を俯瞰する旭展望台 
図―16 「雪あかりの路」街路歩道の堆雪を利用して
の光の演出 
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５. 函館についての分析*2 

 

6. おわりに

 

 図―17 小樽中央通にお
ける融雪とのバリア 

 図―18 旧日本銀行小
樽支店前のみ融雪対応 

図―19 雪の街路のにぎわい  色内通りの街路の雪
と街の賑わい雪は魅力的な観光資源 

 

 

 図―20 函館山山頂方向を旧五稜郭タワーよりの眺望 


